
 

（図

（図

（図

 

 

（図 25）継続して利用する理由（チャネル別）

（図 26）継続して利用しない理由

（図 27）継続して利用しない理

）継続して利用する理由（チャネル別）

）継続して利用しない理由

）継続して利用しない理

）継続して利用する理由（チャネル別）

）継続して利用しない理由（世代別）                             

）継続して利用しない理由（チャネル別）

）継続して利用する理由（チャネル別）                      

                             

由（チャネル別）                       
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    （複数回答）

                             （複数回答）

                            （複数回答）

（複数回答） 

 

（複数回答） 

 

（複数回答） 

 



 

10．

「自慢で

 今後行きたいと思う旅行について聞いたところ、全体での

（54.1

ポストミレニアル

旅」が他の世代と比較して高く、また、「自慢できる、ＳＮＳで投稿できる場所を訪れる旅」は

レニアル

 

（図

（図

 

 

．今後してみたい

「自慢できる、ＳＮＳなどで投稿できるような場所」は

今後行きたいと思う旅行について聞いたところ、全体での

54.1％）」、2

ポストミレニアル

旅」が他の世代と比較して高く、また、「自慢できる、ＳＮＳで投稿できる場所を訪れる旅」は

レニアルで他の世代より高い傾向がみられました

（図 28） 今後してみたい旅行

（図 29） 今後してみたい旅行（旅行の手段やタイプ）

 

してみたい旅行は「より多くの有名観光地や世界遺産を巡る旅

きる、ＳＮＳなどで投稿できるような場所」は

今後行きたいと思う旅行について聞いたところ、全体での

2位が「自分の関心事をテーマとした旅行（

ポストミレニアルは、「自分の関心事をテーマとした旅行」、「コンセプトホテルなど新しいタイプの宿に泊まる

旅」が他の世代と比較して高く、また、「自慢できる、ＳＮＳで投稿できる場所を訪れる旅」は

他の世代より高い傾向がみられました

今後してみたい旅行

今後してみたい旅行（旅行の手段やタイプ）

 

より多くの有名観光地や世界遺産を巡る旅

きる、ＳＮＳなどで投稿できるような場所」は

今後行きたいと思う旅行について聞いたところ、全体での

位が「自分の関心事をテーマとした旅行（

は、「自分の関心事をテーマとした旅行」、「コンセプトホテルなど新しいタイプの宿に泊まる

旅」が他の世代と比較して高く、また、「自慢できる、ＳＮＳで投稿できる場所を訪れる旅」は

他の世代より高い傾向がみられました

今後してみたい旅行（旅行の目的やスタイル）

今後してみたい旅行（旅行の手段やタイプ）

  

より多くの有名観光地や世界遺産を巡る旅

きる、ＳＮＳなどで投稿できるような場所」は

今後行きたいと思う旅行について聞いたところ、全体での

位が「自分の関心事をテーマとした旅行（

は、「自分の関心事をテーマとした旅行」、「コンセプトホテルなど新しいタイプの宿に泊まる

旅」が他の世代と比較して高く、また、「自慢できる、ＳＮＳで投稿できる場所を訪れる旅」は

他の世代より高い傾向がみられました（図

（旅行の目的やスタイル）      

今後してみたい旅行（旅行の手段やタイプ）                                  

~ 14 ~ 

より多くの有名観光地や世界遺産を巡る旅

きる、ＳＮＳなどで投稿できるような場所」はポストミレニアル・ミレニアル世代では必須条件

今後行きたいと思う旅行について聞いたところ、全体での 1

位が「自分の関心事をテーマとした旅行（51.8

は、「自分の関心事をテーマとした旅行」、「コンセプトホテルなど新しいタイプの宿に泊まる

旅」が他の世代と比較して高く、また、「自慢できる、ＳＮＳで投稿できる場所を訪れる旅」は

（図 28、29

                     

                                  

より多くの有名観光地や世界遺産を巡る旅」、「自分の関心事をテーマとした旅行」

ポストミレニアル・ミレニアル世代では必須条件

1 位は「より多くの有名観光地や世界遺産を巡る旅

51.8％）」となりました。性・世代別にみると、

は、「自分の関心事をテーマとした旅行」、「コンセプトホテルなど新しいタイプの宿に泊まる

旅」が他の世代と比較して高く、また、「自慢できる、ＳＮＳで投稿できる場所を訪れる旅」は

29）。 

               

                                  

、「自分の関心事をテーマとした旅行」

ポストミレニアル・ミレニアル世代では必須条件

位は「より多くの有名観光地や世界遺産を巡る旅

％）」となりました。性・世代別にみると、

は、「自分の関心事をテーマとした旅行」、「コンセプトホテルなど新しいタイプの宿に泊まる

旅」が他の世代と比較して高く、また、「自慢できる、ＳＮＳで投稿できる場所を訪れる旅」は

                            

                                  

、「自分の関心事をテーマとした旅行」

ポストミレニアル・ミレニアル世代では必須条件 

位は「より多くの有名観光地や世界遺産を巡る旅

％）」となりました。性・世代別にみると、

は、「自分の関心事をテーマとした旅行」、「コンセプトホテルなど新しいタイプの宿に泊まる

旅」が他の世代と比較して高く、また、「自慢できる、ＳＮＳで投稿できる場所を訪れる旅」は男女の

             

                                   

、「自分の関心事をテーマとした旅行」 

 

位は「より多くの有名観光地や世界遺産を巡る旅

％）」となりました。性・世代別にみると、女性

は、「自分の関心事をテーマとした旅行」、「コンセプトホテルなど新しいタイプの宿に泊まる

男女のポストミ

              （複数回答）

 （複数回答）

位は「より多くの有名観光地や世界遺産を巡る旅

女性

は、「自分の関心事をテーマとした旅行」、「コンセプトホテルなど新しいタイプの宿に泊まる

ポストミ

（複数回答） 

 

（複数回答） 

 



 

11．

ポストミレニアル・ミレニアル世代が

アルは「現地での交通インフラ」も重視

 では、観光目的だけではなく、何らかの愛着を持って

でしょうか。全体でみると

よる違いはあまり見られません。繰り返し訪れる町や場所がある人たちに対し、訪れる理由を聞いたところ、最

も高かったのは「観光できるところがたくさんある（

「その土地の伝統文化に関心がある

地の伝統文化に関心がある

当社が

代ほど

今後、どのようにその土地と関わりたいかについては、「継続的に訪れたい（

ポストミレニアルは「いずれは移り住みたい（働きたい）」が

ます

 

（図

（図

 

．繰り返し訪れる町がある回答者

ポストミレニアル・ミレニアル世代が

アルは「現地での交通インフラ」も重視

では、観光目的だけではなく、何らかの愛着を持って

でしょうか。全体でみると

よる違いはあまり見られません。繰り返し訪れる町や場所がある人たちに対し、訪れる理由を聞いたところ、最

も高かったのは「観光できるところがたくさんある（

その土地の伝統文化に関心がある

地の伝統文化に関心がある

当社が 2018 年

代ほど地域の伝統産業への

今後、どのようにその土地と関わりたいかについては、「継続的に訪れたい（

ポストミレニアルは「いずれは移り住みたい（働きたい）」が

ます（図 32）。地

（図 30） 繰り返し訪れる町や場所の有無

（図 31） 繰り返し訪れる理由

 

繰り返し訪れる町がある回答者

ポストミレニアル・ミレニアル世代が

アルは「現地での交通インフラ」も重視

では、観光目的だけではなく、何らかの愛着を持って

でしょうか。全体でみると

よる違いはあまり見られません。繰り返し訪れる町や場所がある人たちに対し、訪れる理由を聞いたところ、最

も高かったのは「観光できるところがたくさんある（

その土地の伝統文化に関心がある

地の伝統文化に関心がある（

年 3月に実施した「

地域の伝統産業への

今後、どのようにその土地と関わりたいかについては、「継続的に訪れたい（

ポストミレニアルは「いずれは移り住みたい（働きたい）」が

。地域の伝統産業に興味を持ち、関わりたいと考える若者も少なくない

繰り返し訪れる町や場所の有無

繰り返し訪れる理由                                      

 

繰り返し訪れる町がある回答者の割合

ポストミレニアル・ミレニアル世代が訪れる理由は、

アルは「現地での交通インフラ」も重視 

では、観光目的だけではなく、何らかの愛着を持って

でしょうか。全体でみると 34.2％の人が「繰り返し訪れる町や場所」があると回答しています

よる違いはあまり見られません。繰り返し訪れる町や場所がある人たちに対し、訪れる理由を聞いたところ、最

も高かったのは「観光できるところがたくさんある（

その土地の伝統文化に関心がある（

地の伝統文化に関心がある（39.3％）」、「

に実施した「地域の特産品（地場産業・伝統産業品）への意識についての調査

地域の伝統産業への関心が高い傾向が明らかとなっており、その結果とも一致しています。

今後、どのようにその土地と関わりたいかについては、「継続的に訪れたい（

ポストミレニアルは「いずれは移り住みたい（働きたい）」が

域の伝統産業に興味を持ち、関わりたいと考える若者も少なくない

繰り返し訪れる町や場所の有無               

                                      

  

の割合は全体の約

訪れる理由は、

では、観光目的だけではなく、何らかの愛着を持って

％の人が「繰り返し訪れる町や場所」があると回答しています

よる違いはあまり見られません。繰り返し訪れる町や場所がある人たちに対し、訪れる理由を聞いたところ、最

も高かったのは「観光できるところがたくさんある（

（30.7％）」が上位でした。世代別にみると、ポストミレニアルは

、「現地での交通インフラ（

地域の特産品（地場産業・伝統産業品）への意識についての調査

関心が高い傾向が明らかとなっており、その結果とも一致しています。

今後、どのようにその土地と関わりたいかについては、「継続的に訪れたい（

ポストミレニアルは「いずれは移り住みたい（働きたい）」が

域の伝統産業に興味を持ち、関わりたいと考える若者も少なくない

               

                                      

~ 15 ~ 

は全体の約 34.2％。 

訪れる理由は、「観光できる場所」、「四季折々の風景」「

では、観光目的だけではなく、何らかの愛着を持って繰り返し訪れる場所や町をどの程度の人が持っているの

％の人が「繰り返し訪れる町や場所」があると回答しています

よる違いはあまり見られません。繰り返し訪れる町や場所がある人たちに対し、訪れる理由を聞いたところ、最

も高かったのは「観光できるところがたくさんある（47.5％）」、「

％）」が上位でした。世代別にみると、ポストミレニアルは

現地での交通インフラ（

地域の特産品（地場産業・伝統産業品）への意識についての調査

関心が高い傾向が明らかとなっており、その結果とも一致しています。

今後、どのようにその土地と関わりたいかについては、「継続的に訪れたい（

ポストミレニアルは「いずれは移り住みたい（働きたい）」が

域の伝統産業に興味を持ち、関わりたいと考える若者も少なくない

               （単一

                                      

 

「観光できる場所」、「四季折々の風景」「

繰り返し訪れる場所や町をどの程度の人が持っているの

％の人が「繰り返し訪れる町や場所」があると回答しています

よる違いはあまり見られません。繰り返し訪れる町や場所がある人たちに対し、訪れる理由を聞いたところ、最

％）」、「その土地の四季折々の風景が好き

％）」が上位でした。世代別にみると、ポストミレニアルは

現地での交通インフラ（24.6％）

地域の特産品（地場産業・伝統産業品）への意識についての調査

関心が高い傾向が明らかとなっており、その結果とも一致しています。

今後、どのようにその土地と関わりたいかについては、「継続的に訪れたい（

ポストミレニアルは「いずれは移り住みたい（働きたい）」が 18％となり、全体の

域の伝統産業に興味を持ち、関わりたいと考える若者も少なくない

（単一回答） 

 

                                      

「観光できる場所」、「四季折々の風景」「

繰り返し訪れる場所や町をどの程度の人が持っているの

％の人が「繰り返し訪れる町や場所」があると回答しています

よる違いはあまり見られません。繰り返し訪れる町や場所がある人たちに対し、訪れる理由を聞いたところ、最

その土地の四季折々の風景が好き

％）」が上位でした。世代別にみると、ポストミレニアルは

」も高い傾向がみられました

地域の特産品（地場産業・伝統産業品）への意識についての調査

関心が高い傾向が明らかとなっており、その結果とも一致しています。

今後、どのようにその土地と関わりたいかについては、「継続的に訪れたい（65.5％）」が最も高くなりましたが、

％となり、全体の 11

域の伝統産業に興味を持ち、関わりたいと考える若者も少なくない

                                       （複数回答）

「観光できる場所」、「四季折々の風景」「伝統文化

繰り返し訪れる場所や町をどの程度の人が持っているの

％の人が「繰り返し訪れる町や場所」があると回答しています（図

よる違いはあまり見られません。繰り返し訪れる町や場所がある人たちに対し、訪れる理由を聞いたところ、最

その土地の四季折々の風景が好き

％）」が上位でした。世代別にみると、ポストミレニアルは

高い傾向がみられました

地域の特産品（地場産業・伝統産業品）への意識についての調査

関心が高い傾向が明らかとなっており、その結果とも一致しています。

％）」が最も高くなりましたが、

11％を 7ポイント上回ってい

域の伝統産業に興味を持ち、関わりたいと考える若者も少なくないと考えられます。

（複数回答） 

 

伝統文化」。ポストミレニ

繰り返し訪れる場所や町をどの程度の人が持っているの

（図 30）。世代に

よる違いはあまり見られません。繰り返し訪れる町や場所がある人たちに対し、訪れる理由を聞いたところ、最

その土地の四季折々の風景が好き（44.4％）」、

％）」が上位でした。世代別にみると、ポストミレニアルは「その

高い傾向がみられました（図 31

地域の特産品（地場産業・伝統産業品）への意識についての調査」でも若い世

関心が高い傾向が明らかとなっており、その結果とも一致しています。 

％）」が最も高くなりましたが、

ポイント上回ってい

と考えられます。 

 

」。ポストミレニ

繰り返し訪れる場所や町をどの程度の人が持っているの

。世代に

よる違いはあまり見られません。繰り返し訪れる町や場所がある人たちに対し、訪れる理由を聞いたところ、最

％）」、

「その土

31）。

」でも若い世

％）」が最も高くなりましたが、

ポイント上回ってい



 

（図

12．まとめ

「モノ消費」は

 調査結果から、ファッションや電化製品の購入などの「モノ消費」は子供の好みや選択が親に影響を与え、旅

行や音楽など文化的な「コト消費」は親の好みや選択が子供に影響を与えることがわかりました。

リュームが減っているとはいえ、波及効果を考えればインフルエンサーとなる存在は重要です。

やサービスのトレンドに関しては、

きい

魅力を伝える

 

デジタル世代ならではの

 デジタル社会や超高齢化社会の中で

ポスト

ン”であることが明らかとなりました。

では

ミュニケーションスキル」を重視するポストミレニアル・ミレニアル世代は多く、また、

つながりを持ちたいという意識も増えています。現在、地域では多世代交流の取り組みが始まっていますが、観

光の分野でも

ルシェア、体験・学びの機会の創出など

 

定着率向上の鍵は

 初めて旅行を予約した会社

社」だった場合

ました。旅行者の予約や購入の媒体が

ない）操作ができるかということは重要なポイントとなっています。今後も

に継続的な利用を

簡単にストレス

（図 32） 繰り返し訪れる場所との関わり方

．まとめ 

「モノ消費」は子から親へ、

調査結果から、ファッションや電化製品の購入などの「モノ消費」は子供の好みや選択が親に影響を与え、旅

行や音楽など文化的な「コト消費」は親の好みや選択が子供に影響を与えることがわかりました。

リュームが減っているとはいえ、波及効果を考えればインフルエンサーとなる存在は重要です。

やサービスのトレンドに関しては、

きい旅行など文化的な「コト消費」に関しては、子供のころから

魅力を伝えることも大切と考えられます

デジタル世代ならではの

デジタル社会や超高齢化社会の中で

ポストミレニアル・ミレニアル世代にとって、目下の関心事は不安や期待も含め、“リアルなコミュニケーショ

ン”であることが明らかとなりました。

はなくなった

ミュニケーションスキル」を重視するポストミレニアル・ミレニアル世代は多く、また、

つながりを持ちたいという意識も増えています。現在、地域では多世代交流の取り組みが始まっていますが、観

光の分野でもシェアリングのプラットフォームを利用した旅行者同士、旅行者と地域住民とのマッチングやスキ

ルシェア、体験・学びの機会の創出など

定着率向上の鍵は

初めて旅行を予約した会社

」だった場合

ました。旅行者の予約や購入の媒体が

ない）操作ができるかということは重要なポイントとなっています。今後も

継続的な利用を

簡単にストレス

（株）

繰り返し訪れる場所との関わり方

子から親へ、「コト消費」は

調査結果から、ファッションや電化製品の購入などの「モノ消費」は子供の好みや選択が親に影響を与え、旅

行や音楽など文化的な「コト消費」は親の好みや選択が子供に影響を与えることがわかりました。

リュームが減っているとはいえ、波及効果を考えればインフルエンサーとなる存在は重要です。

やサービスのトレンドに関しては、

旅行など文化的な「コト消費」に関しては、子供のころから

ことも大切と考えられます
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